
※1： 2006年度目標に対する2002年度実績の達成状況を,「○：既に達成」,「△：取り組みを継続することで達成の見込み」,「×：達成には,新たな対策が必要」の3段階で評価。「×」の公
害防止管理者有資格者数については,有資格者の退職等により減少しており,環境教育制度の充実等の対策を検討する予定です。　※2：2003年度,2004年度での取り組みの達成状況
を評価するため,2006年度に至る経過点としての目標値を設定。　※3：2003年度供給計画に基づく見通し　※4：クリーンエネルギー車（電気自動車,ハイブリッド車）と低燃費車（平成22
年度燃費基準適合車かつ国土交通省認定低排出ガス車）の全社用車に占める割合　※5：一部事業所実績からの推定値　※6：調達範囲は汎用品（事務用品,雑貨等）のみ 
注1：「風力発電設備容量」「太陽光発電設備容量」「新エネルギーからの電力購入量」は,2003年度から施行されるRPS法への対応に伴い「新エネルギー等電気利用量」へ目標変更　
注2：従来の「特定フロン等排出量」は目標（ゼロ）を達成したため,新たに目標を設定 
注：「蓄熱システム負荷設備容量」については,蓄熱システムをトータルソリューション営業における提案メニューの一つとして位置付けしたことから目標より除外 
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単　位 項　目 
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CO2排出量 

CO2排出原単位 

古紙リサイクル率 

低公害車導入率 

 

90万トン-CO2減 
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2002年度実績 

前年度比較 1990年度比較 

■環境負荷の実績と目標  

2002年度実績の前年度との比較 

九州電力は,主要な環境活動について目標値を定め,環境負荷の低減に努めています。

1

◇CO2排出量（90万トン-CO2）減，CO2排出原単位

（0.017kg-CO2/kWh）減の要因

定格熱出力一定運転への取り組みや長期間の定

期検査がなかったことにより原子力利用率が増加

（79.7％→85.9％）し，発電電力量に占める原子力

発電の比率が増加（43％→45％）したことが主な

要因です。

◇古紙リサイクル率（約50ポイント）増の要因

各事業所でリサイクルルートの確認・確保を行い，

2002年4月より一斉に古紙の回収リサイクルへの

取り組みを始めたためです。

◇低公害車など導入率（1.5ポイント）増の要因

ハイブリッド車10台，低燃費車42台を導入した

ためです。
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環境活動への取り組み 
本　編 


